
城崎・港地域「地域デザインプラン」策定に向けた 
地域デザイン懇談会（第４回）次第 

2021(令和３)年 10 ⽉ 12 ⽇（⽕）19:00〜 
＠城崎振興局 

 

[配布資料｜お⼿元にあるかご確認下さい。 4 種あります] 
 ①この「次第」   ②第 3 回地域デザイン懇談会結果まとめ 
 ③公共施設の機能集約の考え⽅について ④アンケート 
この他テーブルに城崎の公共施設マップと施設の平⾯図を⽤意しています。ご確認ください。 

開会｜開会の挨拶・開催にあたってのお願い（注意事項） 

１．本⽇の進め⽅について［5 分程度］ 
・本⽇の進め⽅について説明します。 

２．前回の振り返り［15 分程度］ 
・第３回地域デザイン懇談会の結果を⾒てみます。 

３．公共施設の機能集約の考え⽅について解説［15 分程度］ 
・⾯積削減を主眼とした場合の課題解決の⽅法について 
・公共施設の機能を集約するための⼿法 

４．各テーブルで作業「機能削減か機能集約か」［20 分程度］ 
・機能削減による⾯積調整作戦か、機能集約による⾯積調整作戦か 
  →城崎・港ではどちらがよいか考えてみます 
  →もちろん合わせ技もありなので複合⽅式も考えてみてください 
   （具体的には 12,827 ㎡（約 25％）の削減が必要） 
・議論の結果の共有 

５．各テーブルで作業「削減の⽅法｜機能集約のタイプはどれか」［20 分程度］ 
・削減するとしたら何を削減したらよいか 
・「中央に集める」「地区ごとに集約」「機能別にどこかの地区に集約」 
  →城崎・港ではどのタイプが使えるか考えてみます 
・議論の結果の共有 

６．各テーブルで作業「図⾯を⾒ながら機能集約の⽅法を考える」［20 分程度］ 
・図⾯を⾒ながらそれぞれの施設のどの場所にどんな機能が配置されれば、 
  利⽤価値が上がったり、存在価値が上がったりするだろうか 

７．各テーブルからの発表と意⾒交換・総括［20 分程度］ 

閉会｜次回の⽇程の確認・閉会挨拶［5 分程度］ 

※懇談会全体で 2 時間を予定しています。皆さんのご協⼒をお願いいたします。 



□公共施設の機能を判断するための指標 
[指標１] 
⽣活機能 

⽣活サービスとしての必要度 
皆さんから⾒て、地域での⽣活にどれくらい必要かを評価してみます 

[指標２] 
利⽤機能 

[利⽤頻度] 利⽤者が多い（少ない）もの 
皆さんがどれだけ利⽤しているか（利⽤したことがあるか）を評価してみ
ます 

[指標３] 
経済機能 

地域での経済効果他、農産物や加⼯品、特産品等の⽣産販売、地
域資源の拠点 
地域の中で、収益があったり、雇⽤が⽣み出されていたり、お⾦が循環す
る場所となったりしている効果を評価してみます 

[指標４] 
安全安⼼機能 

地域での防災の安全安⼼を⾼めているもの 
施設が地域の安全性にどれだけ寄与しているかを評価してみます 

[指標５] 
⾵⼟形成機能 

地域の⾵⼟形成に貢献し、地域の個性づくりに役⽴つもの 
城崎・港独特の施設、城崎・港らしい施設など、どれだけ地域の個性をあ
らわしているか・個性づくりに役⽴っているかを評価してみます 

 この指標は、今後も公共施設を評価する指標として⽤いていく予定です。 
 
 
 
 
 
□懇談会 今後のスケジュール（案） 

第
１
回 

3/18(⽊)19:00〜 
城崎振興局 地域にある公共施設の現状把握・課題抽出 

第
２
回 

7/7（⽔）19:00〜 
港コミュニティセンター 

地域住⺠の⽣活と⾝近な公共施設との関わりの整理 
【地域住民としての公共施設に対する意識共有、ライフスタイルイメージの確認】 

第
３
回 

8/5（⽊）19:00〜 
城崎振興局 

城崎・港地域で必要な施設、市⺠サービスの整理、検討① 
【公共施設と事業の整理】 

第
４
回 

10/12（⽕）19:00〜 
城崎振興局 

城崎・港地域で必要な施設、市⺠サービスの整理、検討② 
【公共施設と事業の整理】 

第
５
回 

11/15（⽉）19:00〜 
港コミュニティセンター 

検討結果を基にした公共施設の活⽤⽅法の整理 
【具体的な市民生活ガイドの検討】 

第
６
回 

12/6（⽉）19:00〜 
城崎振興局 

城崎・港地域デザインプラン（案）の確認 

『城崎・港地域デザインプラン案』の内容確認と合意形成 
【持続的な市民生活スタイル（公共施設マネジメントと市民サービス）の確立】 

※新型コロナウィルス感染症の影響により変更する場合もあります。 


